
7.寝床の歴史:民家にみる就寝空間と寝床

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2017-10-02

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/2297/9576URL



7.寝床の歴史
一民家にみる就寝空間と寝床一

京都府立大学町田玲子

滋賀女子短期大学木谷康子

繊維製品消費科学ＶｏＬ３７Ｎｑ３

社|調法人ｎ本鰄維製鼎,消阜

別刷

日本繊維製品消費科学会



1７

瀞:露:…….:\：

.－…－…－…-..-..-..-…－．．－．．－．．－…-..-…-..-..-..-.-…-…＝‘講座
騨
識;群:::〒;:鏡;::角i聯:癖2:，

緯::……::………緯………蕊……雫

｢寝床の科学｣シリーズ：
…:::::蕊:…:…:;…；辮埣……汗………:;iii

7.寝床の歴史
一民家にみる就寝空間と寝床一

京都府立大学町田玲子

滋賀女子短期大学木谷康子

客，就寝等の家族員に共通する特定の機能があ

り，呼称が付けられていました．そして，この

用途や呼称は，資料１の例に示すように地方色

が濃く，地域が異なれば同じ呼称の室でも平面

構成上の位置や用途が異なったり，反対に同じ

用途の室でも地域によって呼称が異なっていま

した．

『日本民家語彙集解』5)より，「寝室の呼称｣と

されている語彙を拾いあげてみますと，のべ270

ほど集めることが出来ます．平均すると１都道

府県あたり６つ近い呼称が存在するということ

になりますが，青森県には24，福島県には23と

多く，逆に静岡，三重，広島，熊本，沖縄の各

県は１つというように，非常にばらつきがあり

ます．

複数の就寝空間がある地域では，主人夫婦の

寝室，若夫婦の寝室，老人の寝室といったよう

に，その室の就寝者による呼称の区別もあった

ようです．たとえば，新潟県西頚城郡地方には，

１．はじめに

「寝床」という言葉から私たちがイメージする

のは，木綿の綿を詰めた掛け蒲団と敷き蒲団の

組合せではないでしょうか．

木綿の伝来は，戦国時代末で，綿花の栽培は

三河の国から始まり，現在私たちが使っている

ような｢櫛も中身も木綿の蒲団が普及するのは江
戸中期から」’）といわれています．しかし，三河

木綿の産地でも貧しい農家は大半，明治中期ま

で夜間蓑を着て寝ていた2）ということですし，

また，瀬川清子によると，木綿の伝来以後｢國の

隅々まで，島根縣の北憤村の老人たちまでが綿

の蒲團をつくるようになるまでには，少くとも

三世紀を費やし」3)たということで，木綿の蒲団

が一般的になったのは日本の｢寝床｣の歴史のな

かでは比較的新しいことなのです．

それでは，綿が普及する以前の日本人の寝床

とは，どのようなものだったのでしょうか．こ

こでは，民俗学の領域の資料を中心に，おもに

民家の就寝空間や寝床，寝方について述べたい

と思います．

間
２．寝室の呼称

現代の日本の住まいは，不動産の広告でよく

自にするように，ＺＬＤＬ３ＤＫといった表現でし

めきれます．ＺLDKといえば，居間（リビング)兼

食事室(ダイニング)兼台所(キッチン）とあと２

部屋(個室＝寝室)の住居であるということです

が，この表現は1950年代後半から一般的になっ

たものです4)．それに対して従来の民家では，個

室は存在せず，それぞれの居室には，団樂，接

.○

(馬屋
L-－

ム

１日宮崎家(東京都）

ざしき：日常生活の中心になる室
おく：濯室

でい：客間

菊家家(奈良県）

だし'どこ：日常生活の場

なんど：寝室

ざしき：客間

資料１民家の室の呼称と用途の相違の例

（表現研究所編｢日本の民家』小学館より作成）

Vol,３７No.３（1996）OO37-ZO72/96/0300-0108＄01.00/Ool996JpnRes・ASSn.Text､End-Uses．（108）
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タカ，チウダ,ワリヤという３つの呼称が存在

し，タカは若夫婦の寝室，ワリヤは主人夫婦の

寝室ときれていました．

多くの地域で使われていた名称は，ヘヤ(21府

県)，ナンド(25府県)，ネドユネマなどです．

ナンドという室呼称は全国的に存在するので

すが，寝室としての呼称の分布と平面構成上の

位置を，資料２のように図示してみました6１．同

じ呼称が北と南の離れた地域に存在すること，

平面構成上の位置についても，近いから同じで

遠く離れているから異なる，とはいえないこと

がわかります．

さまざまな呼称は，室の機能や構造から名付

けられたと考えられるものおよび，寝殿造や書

院造などの支配階級の邸宅の就寝空間に関する

名称が伝わったと考えられるものがあります．

ネドユネマ，ネベヤ，ネドコロなどは｢寝る

ところ」という意味の呼称でしょう．また，カズ

キは夜着を｢被く（かずく)」という語がもとであ

くナンドという呼称の分布〉

る7)とされています．青森県弘前市付近では若

夫婦の寝室をイポ，イポユエポ，エポコと呼

び，「疵(いぼ)こ｣の意と解説されていますs)が，

資料３のように疵のように突き出した平面にな

っていて，ここからこの呼称が出来たことが伺

えます．オクナンド(和歌山，広島，福岡)，オ

クノネマ(滋賀)は就寝空間が下手(しもて）にも

うひとつ並んでいる場合の呼称です．ナンド，

チョウダイは後者の例としてあげることが出来

ます．ナンドは，納戸のことで，古くは納殿(お

さめどの）といい，貴族の邸宅にあって衣類・調

度類を納め置く室のことでしたが，やがて寝室

と同義に使われるようになったのが，民家にも

伝わったということです9)．チョウダイは，帳台

のことで，寝殿造の宮殿内に敷設する調度の一

つで，貴族の寝所としての名称が民家の就寝空

間に使われるようになったものです'０)．

民家の就寝空間は，主寝室として使われてい

た地域と，家族全員の就寝空間として使われて

いた地域があり，前者の場合他の家族員は，居

間や接客空間に別れて就寝していたということ

です．また，閉鎖的で独立した専用の就寝空間

をもたない民家が，温暖な四国山地や九州など

西日本から南西諸島など南日本に分布しており，

このような民家では就寝には枕屏風などを使っ

て，居間や客室を用いていたそうです'１)．

勵器

３．藁の寝床

それでは，この就寝空間で，どのようにして

寝ていたのかみていきましょう．快い睡眠とい

うことを考える場合，夏の暑さより冬の寒さの

ほうが耐えがたいものがあると思います．綿の

蒲団が一般的でなかった時代に冬の寒さをどの

ように凌いでいたのでしょうか．

『北越雪譜』には，かますに入っていろりのま

わりで家族全員が寝ている図(資料４参照)があ

り，「秋山の人はすべて冬も薑るま、にて臥す，
ふ゛

くナンドの機能と平面桐成上の位置〉

①寝室や衣類格納②寝室や衣類格納③寝室や衣類格納

巴囲ⅡＥＩＩⅢ
④寝室や衣類格納 。（ザシキ）

唾
囚

(ダイドコロ）
⑤(町家の)寝室⑥寝室や衣類格納

資料２ナンドの分布6） 資料３イポコ

(109） 繊消誌
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資料４かますに入って寝ている図
（鈴木牧之｢北越雪譜』岩波書店P｣05より）

かつやぐ

嘗て夜具といふものなし冬は!iI&ji菱i5j:！;j，に大火
をたき，そ獺正龍る．甚寒にいたれば他所よ

わら

り稿をもとめて作りおきたる鑿|こ入りて眠る．
つま

妻あるものI土かますをひろく作りて鶏一ﾂか
ね

ますに藤る.」U2)と書かれています．この村では，

夜具をもつ家は２軒だけで，しかも麻の代わり

に使っていた“いら'，という草で側を織り，いら

のくずを詰めたものを客用として持っていたと

しています．

他の地方でも，「麻の苧屑やゼンマイ綿・蒲の

穂・柳の紫・茅花・鶏の羽根，海近いところで

は海藻をいれた」り，「麻布を幾枚も重ねて刺し

た」り，養蚕の盛んな地域では｢繭の外側のぼや

ぼやした糸屑(チリポ)が多くたまったのを石の

上で木槌で長いあいだ叩いて綿状にして，家の

長老夫婦の掛布団に用いた」り，「木綿のわたが

豊富に出まわるまで，庶民はきれを何枚も重ね

て刺しつけた刺子の着物を着て働き，夜もそれ

を着て眠った」'3)のでした．

そして，蒲団のない時代，いろりのある地方

ではたいてい，いろりの火で体をしっかり温め

てから着ていたものを被って寝るとか，もっと

寒くなるといろりのまわりで背中を灸りながら

寝る（この場合起きて火の番をする人が必要)'４－１`）

という方法がとられたようです．

少し時代が下り，昭和初期の農村地帯では，

蒲団も使われていたようですが，寒きに対して

十分なものでなく，資料５にみるように，藁蒲

団が冬に備えて準備されていたようです.また，

この資料とほぼ同じ時期と考えられますが，昭

和９年の岩手県二戸郡田山村の『生活状態調査書』

資料５ (赤旗1989年２月16日付投書より）

岩手県二戸翻田山村の趨具
蒲団使用樋因別戸数憂 圏査戸数145戸

団
一
Ⅲ
顕

計
一
Ｍ
ｍ

△ロ
１Ｉ iｌ ；

資料６岩手県二戸郡田山村の寝具

（瀬川清子｢きもの』未来社P､124より）

の中の寝具の調査である｢蒲団使用種類別戸数表」

を資料６にしめしました．この村は，「鐵道の沿

線でありながら」'7)昭和初期において綿の蒲団の

みを使用している家庭は145軒中10軒しかありま

せん。これは，綿の蒲団が高価で手に入れにく

いということもあったでしょうけれども，藁蒲

団が寝床として`快適なものであったからではな

いでしょうか．

夜具を床上に敷いて用いるという方法より古

くからあるのが，先に述べた島根県の海村のよ

うに｢家々では特定の寝室があってその室の閾が

三寸五分高く室内にはばら￣～の藁をしいてそ

のうえに蓮を敷いて｣18)やすむという方法でした．

藁を室内に敷き詰める寝床について，柳田國

男は，「ちょうど苅り入れた新薬を乾してよくす

ぐり，それを－ぱいに敷きつめて，夜の床は香

わし<なる．その下には二尺三尺の深きまで，

籾殻を積んであるのが，普通であったが，これ

も年ごとに古いものと入れ替えたのである．．．

(中略）・・ここのしきりだけには始めから戸があ

って，下の枢が五六寸も高くなっていたものが

多い．跨いで入るのは侵入者を食い止める方便

でもあれば，同時にまた中から藁の飛び出きい

Vol,３７No.３（1996） (110）
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ざ蕊
資料７箱床(積水ハウス総合住宅研究所蔵，撮影木谷）

資料９ １日山田家｢へや｣入り口

(宮沢智士編｢日本の民家，第２巻農家Ⅱ』学習研
究社カラーグラビア73より）

資料８ 箱床に寝ている図

(宮崎情｢ものと人間の文化史藁(わら）、法政
大学出版局P､211より） 川

脚
柵
剛
Ⅷ
Ⅷ
鮒
川

Ⅱ

用意でもあった.」',)と述べています．室内に敷

きつめたのは，籾殻だけでなく，そば殻，ひえ

殻などの地方もあった､)ようです．

寝床に藁を用いる方法として，また別の方法

がありました.資料７，８のような籍簾と呼ば
れるもので，福島県南会津地方や長野県北信地

方で使われていたそうです．広さ畳１畳，深さ

30cmの大きざの箱を板で作り，中に藁を敷きつ

めた寝床です．冬の寒苔が厳しい地方では，こ

のような寝床が準備きれ，冷たい隙間風を防ぎ，

壁からの冷輻射をきえぎり，狭い空間でも暖か

く休める工夫がされていたのでした．

資料９，１０は信濃秋山郷の民家の｢ヘや｣入り

口と入り口からのぞいた内部です．まわりを壁

で囲まれ，入り口は小きく，薄暗い室内の様子

が伺えます．開口部が非常に少なく閉鎖的な空

間で，入り口の敷居を約50ｃｍくらい高くして中

の藁が飛び出すのを防いでいます．

高い桓と板壁で間仕切りきれ，入り口の高い

敷居にたてられた板戸には，内側に「くるる(枢)」

とよぶ｢落し猿｣がつけられ，戸を閉めると自動

的に施錠きれ，外からは鍵がないと開けられな

いような構造2')をもつ寝室を，「帳台構え」とか

｢納戸構え」といいます．そして，入り口の高い

敷居を｢恥隠し」と呼ぶ地方があります．「或貧家

の少年，寝藁々々とよく謂ふので，見得坊の父

(111）

鋤蝋
資料１０１日山田家｢ヘや｣内部

（服部緑地日本民家集落博物館，撮影木谷）

が之を戒め，人の聞く前では必ず蒲團と謂へと

教へて置くと，チャンよ'こなたの脊中に蒲團

が－筋くっついて居るは，と云った｣22)という話

が伝えられており，藁の寝床は恥ずかしいもの

と考えられるようになっていきました．しかし

ながら木綿の薄団を使う家が増えるに従い，「板

敷の上では寝にくいと語って，藁の上に生涯を

完了した老人｣23)がいたように好んで藁の寝床に

ねていた人も少なくありませんでした．

４．万年床

住まいの構造は従来のままで，次第に綿の蒲

団が各家庭に普及していくのですが，湿気を防

ぐという特質24)をもつ藁とは異なり，湿気を帯

びやすいという綿の性質が思わぬ問題を引き起

繊消誌
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県の調査では51％の農家が万年床のナンドであ

ったということです2`)．

５゜おわりに

現在のようなざまざまな住宅設備がない時代

においては，採暖のために狭い密閉された空間

に集まって寝るという方法をとらざるをえなか

ったのでしょう．

以上，いくつかの例をみてきましたが，木綿

の暖かい蒲団が普及する前にはそれぞれの地方

で，寒さに対して少しでも暖かく快適に眠れる

ように，寝床や住空間に工夫がこらされていた

といえます．

こすことになります．

藁の寝床であった時代には，夜には藁にもぐ

りこみ朝になったらそこから出ていくという生

活の仕方で，寝室の管理というのは新しい藁に

入れ替えるときくらいでしたが，そのやり方が

綿の蒲団を使うようになってからもそのまま引

き継がれたのが万年床です．先に述べたように，

民家の寝室は閉鎖的で，通風．採光が悪く，そ

の中に綿の蒲団が敷きっぱなしにされている状

態(資料12参照)は，非常に不衛生で，昭和10年

代後半の同潤会による｢東北地方漁村住宅改善要

旨｣2s)にみられるように，「東北地方の寝間は欠

点中の欠点である．光線も通風もない閉ぢ込め

た狭い室に寝ることは，衛生上非常によくない

が，殊に万年床は最も非衛生的である.」と指摘

されることになります．具体的な改善策として，

｢明るい大きい窓をつける，日中は風を通す，夜

具は毎日片付ける，天井をつける」など７項目が

あげられていました．しかし，昭和27年の秋田
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